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1. 概要 

本資料は，添付資料「Ⅴ-2-1-6 地震応答解析の基本方針」に基づき実施する常設代替高圧電

源装置用カルバート（立坑部）（以下，「立坑」という。）の地震応答解析について説明するも

のである。 

本地震応答解析は，機器・配管系が耐震性に関する技術基準へ適合することを確認するために

用いる応答値を抽出するものである。 

また，立坑が耐震性に関する技術基準へ適合することを確認するために用いる応答値の抽出を

行う。その際，耐震設計に用いる応答値はこの地震応答解析による断面力及び基礎地盤に生じる

接地圧とする。 
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2. 基本方針 

位置 

立坑の平面配置図を第 2－1 図に示す。 

 

第 2－1 図（1） 立坑の平面配置図（全体平面図） 

 

 

第 2－1 図（2） 立坑の平面配置図（拡大図） 
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構造概要 

立坑は，電気ケーブル，軽油移送配管及び水配管を支持する 4層 2 連カルバート状の鉄筋コ

ンクリート構造物であり，南北方向約 12.5 m，東西方向約 16.5 m，高さ約 39 m である。構造

物は十分な支持性能を有する岩盤に直接設置する。 

立坑の平面図を第 2－2図，断面図（南北方向）を第 2－3 図，断面図（東西方向）を第 2－

4 図に示す。 

 

 

第 2－2 図 立坑の平面図 
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第 2－3 図 立坑の断面図（南北方向 ①－①断面） 

 

 

第 2－4 図 立坑の断面図（東西方向 ②－②断面） 
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解析方針 

立坑は，添付書類「Ⅴ-2-1-6 地震応答解析の基本方針」に基づき，基準地震動Ｓｓに対して

解析を実施する。 

地震応答解析においては，地震時の地盤の有効応力の変化に応じた影響を考慮できる有効応

力解析を実施する。 

有効応力解析に用いる液状化強度特性は，敷地の原地盤における代表性及び網羅性を踏まえ

た上で保守性を考慮して設定する。 

構造物への地盤変位に対する保守的な配慮として，地盤を強制的に液状化させることを仮定

した影響を考慮する。その際は，原地盤よりも十分に小さい液状化強度特性（敷地に存在しな

い豊浦標準砂に基づく液状化強度特性）を仮定する。 

構造物及び機器・配管系への加速度応答に対する保守的な配慮として，地盤の非液状化の影

響を考慮する。その際は，原地盤において非液状化の条件を仮定した解析を実施する。 

第 2－5 図に立坑の地震応答解析フローを示す。 

地震応答計算は，「2. 基本方針」に基づき，「3.1 評価対象断面」にて設定する断面に

おいて，「3.2 解析方法」に示す水平地震動と鉛直地震動の同時加振による時刻歴非線形解

析にて行う。 

時刻歴非線形解析は，「3.3 荷重及び荷重の組合せ」及び「3.5 解析モデル及び諸元」に

示す条件を基に，「3.4 入力地震動」により設定する入力地震動を用いて実施する。 

地震応答解析による加速度応答は，機器・配管系の設計用床応答曲線の作成に用い，断面力

及び接地圧は，立坑の耐震評価に用いる。 
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第 2－5 図 立坑の地震応答解析フロー 

  

基準地震動Ｓｓ

入力地震動の算定
（１次元地震応答解析）

入力地震動

検討開始

解析方針

評価対象断面の設定

解析方法の設定

荷重及び荷重の組合せの設定

解析モデル及び諸元の設定
（地盤物性のばらつきを考慮）

地震応答解析
（２次元ＦＥＭ解析）

耐震設計に用いる
断面力及び接地圧

機器・配管系への
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＜地震応答計算＞

常時応力解析

構造物の変位量
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適用基準 

適用する規格，基準等を以下に示す。 

・ コンクリート標準示方書［構造性能照査編］（（社）土木学会，2002年制定） 

・ 原子力発電所耐震設計技術指針 ＪＥＡＧ４６０１－1987（（社）日本電気協会） 

・ 道路橋示方書（Ⅰ共通編・Ⅳ下部構造編）・同解説（（社）日本道路協会，平成24年

3月） 
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3. 解析方法 

評価対象断面 

立坑の評価対象断面位置を第 3－1図に示す。構造物の耐震設計における評価対象断面は立

坑南北方向及び東西方向の 2 方向とする。 

評価対象断面を第 3－2図に示す。 

 

 

 

第 3－1 図 立坑の評価対象断面位置図 
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第 3－2 図（1） 立坑の評価対象断面図（南北方向断面） 

 

 

 

 

第 3－2 図（2） 立坑の評価対象断面図（東西方向断面）

Ｎ Ｓ 

Ｅ Ｗ 
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解析方法 

地震応答解析は，添付資料「Ⅴ-2-1-6 地震応答解析の基本方針」のうち，「2.3 屋外重要

土木構造物」に示す解析方法及び解析モデルを踏まえて実施する。 

地震応答解析は，地盤と構造物の相互作用を考慮できる２次元有限要素法を用いて，基準地

震動Ｓｓに基づき設定した水平地震動と鉛直地震動の同時加振による逐次時間積分の時刻歴応

答解析にて行う。構造部材については，線形はり要素を用いる。また，地盤については，有効

応力の変化に応じた地震時挙動を適切に考慮できるようにモデル化する。地震応答解析につい

ては，解析コ－ド「FLIP Ver.7.3.0_2」を使用する。なお，解析コ－ドの検証及び妥当性確

認等の概要については，添付資料「Ⅴ-5-10 計算機プログラム（解析コ－ド）の概要・ＦＬＩ

Ｐ」に示す。 

 

構造部材 

構造部材は，線形はり要素によりモデル化する。 

 

地盤 

有効応力解析では，地盤の液状化強度特性のばらつきの観点で，地盤を強制的に液状化

させることを仮定した解析ケース及び地盤の非液状化の影響を考慮した解析ケースを実施

することに加え，地盤剛性のばらつきの観点で，地盤のせん断波速度のばらつきを考慮し

た解析ケースを実施することにより，地盤物性のばらつきによる影響を考慮する。 

耐震評価における有効応力解析では，地盤の繰返しせん断応力～せん断ひずみ関係の骨

格曲線の構成則として，地盤の繰返しせん断応力～せん断ひずみ関係の骨格曲線に関する

せん断ひずみ及び有効応力の変化に応じたこれら２つの特徴を表現できる双曲線モデル

（H-Dモデル）を用いる。 

減衰定数 

固有値解析により求められる固有振動数及び初期減衰定数に基づく要素剛性比例型減衰

を考慮する。 
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地震応答解析の解析ケース 

(1) 耐震評価における解析ケース 

耐震評価における解析ケースを第 3－1表に示す。 

耐震評価においては，全ての基準地震動Ｓｓに対し基本として実施する①の解析ケース

において，各照査値が最も厳しい地震動を用い②～⑥の解析ケースを実施する。 

 

第 3－1 表 耐震評価における解析ケース 

解析ケース 

① 

原地盤に基

づく液状化

強度特性を

用いた解析

ケース(基

本ケース) 

② 

地盤物性の

ばらつきを

考慮（＋１

σ）した解

析ケース 

③ 

地盤物性の

ばらつきを

考慮（－１

σ）した解

析ケース 

④ 

地盤を強制

的に液状化

させること

を仮定した

解析ケース 

⑤ 

原地盤にお

いて非液状

化の条件を

仮定した解

析ケース 

⑥ 

地盤物性のば

らつきを考慮

（＋１σ）し

て非液状化の

条件を仮定し

た解析ケース

液状化強度特性 

の設定 

原地盤に基

づく液状化

強度特性

（標準偏差

を考慮） 

原地盤に基

づく液状化

強度特性

（標準偏差

を考慮） 

原地盤に基

づく液状化

強度特性

（標準偏差

を考慮） 

敷地に存在

しない豊浦

標準砂の液

状化強度特

性 

液状化パラ

メータを 

非適用 

液状化パラ

メータを 

非適用 

構造物間の相対変位の算定を行う場合は，上記の実施ケースにおいて変位量が厳しいケースで行

う。 

 

 

(2) 機器・配管系に対する加速度応答抽出のための解析ケース 

機器・配管系に対する加速度応答の抽出における解析ケースを第 3－2 表に示す。 

全ての基準地震動Ｓｓに対し基本として実施する⑤の解析ケースにおいて，上載される

機器・配管系の固有振動数帯で加速度応答が最も大きくなる地震動を用い④及び⑥の解析

ケースを実施する。 

 

第 3－2 表 機器・配管系に対する加速度応答の抽出のための解析ケース 

解析ケース 

④ 

地盤を強制的に液状

化させることを仮定

した解析ケース 

⑤ 

原地盤において非液

状化の条件を仮定し

た解析ケース 

⑥ 

地盤物性のばらつき

を考慮（＋１σ）し

て非液状化の条件を

仮定した解析ケース

液状化強度特性 

の設定 

敷地に存在しない豊

浦標準砂に基づく液

状化強度特性 

液状化パラメータを

非適用 

液状化パラメータを

非適用 
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荷重及び荷重の組合せ 

荷重及び荷重の組合せは，添付資料「Ⅴ-2-1-9 機能維持の基本方針」に基づき設定する。 

 

耐震評価上考慮する状態 

立坑の地震応答解析において，地震以外に考慮する状態を以下に示す。 

(1) 運転時の状態 

発電用原子炉施設が運転状態にあり，通常の条件下におかれている状態。ただし，運転

時の異常な過渡変化時の影響を受けないことから考慮しない。 

(2) 設計基準事故時の状態 

設計基準事故時の影響を受けないことから考慮しない。 

(3) 設計用自然条件 

積雪を考慮する。埋設構造物であるため，風荷重は考慮しない。 

(4) 重大事故等時の状態 

重大事故等時の状態の影響を受けないことから考慮しない。 

 

荷重 

立坑の地震応答解析において，考慮する荷重を以下に示す。 

(1) 固定荷重（Ｇ） 

固定荷重として，躯体自重を考慮する。 

(2) 積載荷重（Ｐ） 

積載荷重として機器・配管荷重，土圧及び水圧による荷重を考慮する。 

(3) 地震荷重（Ｋｓ） 

基準地震動Ｓｓによる荷重を考慮する。 

(4) 積雪荷重（Ｐｓ） 

積雪荷重として 30 cm の積雪を考慮する。 

 

荷重の組合せ 

荷重の組合せを第 3－3表に示す。 

 

第 3－3 表 荷重の組合せ 

外力の状態 荷重の組合せ 

地震時（Ｓｓ） Ｇ＋Ｐ＋Ｋｓ＋Ｐｓ 

Ｇ ：固定荷重 

    Ｐ ：積載荷重 

    Ｋｓ：地震荷重 

    Ｐｓ：積雪荷重 
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入力地震動 

入力地震動は，添付資料「Ⅴ-2-1-6 地震応答解析の基本方針」のうち，「2.3 屋外重要

土木構造物」に示す入力地震動の設定方針を踏まえて設定する。 

地震応答解析に用いる入力地震動は，解放基盤表面で定義される基準地震動Ｓｓを１次元

波動論により地震応答解析モデル底面位置で評価したものを用いる。 

第 3－3 図に入力地震動算定の概念図を，第 3－4図に入力地震動の加速度時刻歴波形及び

加速度応答スペクトルを示す。入力地震動の算定には，解析コード「microSHAKE/3D Ver. 

2.2.3.311」を使用する。 

解析コードの検証及び妥当性確認の概要については，添付資料「Ⅴ-5-20 計算機プログラ

ム（解析コ－ド）の概要・ｍｉｃｒｏＳＨＡＫＥ／３Ｄ」に示す。 

 

 

 

第 3－3 図 入力地震動算定の概念図 
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（a）加速度時刻歴波形 

 

 

（b）加速度応答スペクトル 

 

第 3－4 図（1） 南北方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（水平方向：Ｓｓ－Ｄ１） 
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（a）加速度時刻歴波形 

 

 

（b）加速度応答スペクトル 

 

第 3－4 図（2） 南北方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（鉛直方向：Ｓｓ－Ｄ１） 
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（a）加速度時刻歴波形 

 

 

（b）加速度応答スペクトル 

 

第 3－4 図（3） 南北方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（水平方向：Ｓｓ－１１） 
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（a）加速度時刻歴波形 

 

 

（b）加速度応答スペクトル 

 

第 3－4 図（4） 南北方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（鉛直方向：Ｓｓ－１１） 
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第 3－4 図（5） 南北方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（水平方向：Ｓｓ－１２） 
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（b）加速度応答スペクトル 

 

第 3－4 図（6） 南北方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（鉛直方向：Ｓｓ－１２） 
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（a）加速度時刻歴波形 

 

 

（b）加速度応答スペクトル 

 

第 3－4 図（7） 南北方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（水平方向：Ｓｓ－１３） 
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（a）加速度時刻歴波形 

 

 

（b）加速度応答スペクトル 

 

第 3－4 図（8） 南北方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（鉛直方向：Ｓｓ－１３） 
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（a）加速度時刻歴波形 

 

 

（b）加速度応答スペクトル 

 

第 3－4 図（9） 南北方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（水平方向：Ｓｓ－１４） 
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（a）加速度時刻歴波形 

 

 

（b）加速度応答スペクトル 

 

第 3－4 図（10） 南北方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（鉛直方向：Ｓｓ－１４） 
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（a）加速度時刻歴波形 

 

 

（b）加速度応答スペクトル 

 

第 3－4 図（11） 南北方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（水平方向：Ｓｓ－２１） 
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（a）加速度時刻歴波形 

 

 

（b）加速度応答スペクトル 

 

第 3－4 図（12） 南北方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（鉛直方向：Ｓｓ－２１） 
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（a）加速度時刻歴波形 

 

 

（b）加速度応答スペクトル 

 

第 3－4 図（13） 南北方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（水平方向：Ｓｓ－２２） 
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（a）加速度時刻歴波形 

 

 

（b）加速度応答スペクトル 

 

第 3－4 図（14） 南北方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（鉛直方向：Ｓｓ－２２） 
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（a）加速度時刻歴波形 

 

 

（b）加速度応答スペクトル 

 

第 3－4 図（15） 南北方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（水平方向：Ｓｓ－３１） 
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（a）加速度時刻歴波形 

 

 

（b）加速度応答スペクトル 

 

第 3－4 図（16） 南北方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（鉛直方向：Ｓｓ－３１） 
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（a）加速度時刻歴波形 

 

 

（b）加速度応答スペクトル 

 

第 3－4 図（17） 東西方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（水平方向：Ｓｓ－Ｄ１） 
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（a）加速度時刻歴波形 

 

 

（b）加速度応答スペクトル 

 

第 3－4 図（18） 東西方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（鉛直方向：Ｓｓ－Ｄ１） 
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（a）加速度時刻歴波形 

 

 

（b）加速度応答スペクトル 

 

第 3－4 図（19） 東西方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（水平方向：Ｓｓ－１１） 
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（a）加速度時刻歴波形 

 

 

（b）加速度応答スペクトル 

 

第 3－4 図（20） 東西方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（鉛直方向：Ｓｓ－１１） 
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（a）加速度時刻歴波形 

 

 

（b）加速度応答スペクトル 

 

第 3－4 図（21） 東西方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（水平方向：Ｓｓ－１２） 
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（a）加速度時刻歴波形 

 

 

（b）加速度応答スペクトル 

 

第 3－4 図（22） 東西方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（鉛直方向：Ｓｓ－１２） 
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（a）加速度時刻歴波形 

 

 

（b）加速度応答スペクトル 

 

第 3－4 図（23） 東西方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（水平方向：Ｓｓ－１３） 
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（a）加速度時刻歴波形 

 

 

（b）加速度応答スペクトル 

 

第 3－4 図（24） 東西方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（鉛直方向：Ｓｓ－１３） 
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（a）加速度時刻歴波形 

 

 

（b）加速度応答スペクトル 

 

第 3－4 図（25） 東西方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（水平方向：Ｓｓ－１４） 

  

-1200

-1000

-800

-600

-400

-200

0

200

400

600

800

1000

1200

0 50 100 150 200

加
速

度
（

c
m
／

s2
）

時間（s）

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

0.01 0.1 1 10

加
速

度
（

c
m/

s
2 ）

周期(s)

h=0.05

MAX 356 cm/s2（27.50 s）



 

39 

N
T
2
 
補
②

 Ⅴ
-
2
-2
-
2
2-
4
 
R1
 

 

 

 

（a）加速度時刻歴波形 

 

 

（b）加速度応答スペクトル 

 

第 3－4 図（26） 東西方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（鉛直方向：Ｓｓ－１４） 
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（a）加速度時刻歴波形 

 

 

（b）加速度応答スペクトル 

 

第 3－4 図（27） 東西方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（水平方向：Ｓｓ－２１） 
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（a）加速度時刻歴波形 

 

 

（b）加速度応答スペクトル 

 

第 3－4 図（28） 東西方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（鉛直方向：Ｓｓ－２１） 
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（a）加速度時刻歴波形 

 

 

（b）加速度応答スペクトル 

 

第 3－4 図（29） 東西方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（水平方向：Ｓｓ－２２） 
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（a）加速度時刻歴波形 

 

 

（b）加速度応答スペクトル 

 

第 3－4 図（30） 東西方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（鉛直方向：Ｓｓ－２２） 
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（a）加速度時刻歴波形 

 

 

（b）加速度応答スペクトル 

 

第 3－4 図（31） 東西方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（水平方向：Ｓｓ－３１） 
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（a）加速度時刻歴波形 

 

 

（b）加速度応答スペクトル 

 

第 3－4 図（32） 東西方向断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（鉛直方向：Ｓｓ－３１） 
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解析モデル及び諸元 

解析モデル 

立坑の地震応答解析モデルを第 3－5 図に示す。 

(1) 解析領域 

地震応答解析モデルは，境界条件の影響が地盤及び構造物の応力状態に影響を及ぼさな

いよう，十分広い領域とする。 

(2) 境界条件 

地震応答解析時の境界条件については，有限要素解析における半無限地盤を模擬するた

め，粘性境界を設ける。 

(3) 構造物のモデル化 

立坑は，立坑中心位置において各構造部材と等価な剛性を有する線形はり要素にてモデ

ル化する。 

(4) 地盤のモデル化 

地盤は，マルチスプリング要素及び間隙水要素にてモデル化し，地震時の有効応力の変

化に応じた非線形せん断応力～せん断ひずみ関係を考慮する。 
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第 3－5 図（1） 立坑の地震応答解析モデル（南北方向） 

 

 
第 3－5 図（2） 立坑の地震応答解析モデル（東西方向） 
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使用材料及び材料の物性値 

使用材料を第 3－4表に，材料の物性値を第 3－5表に示す。 

 

第 3－4 表 使用材料 

諸元 

コンクリート 設計基準強度 40 N/mm2 

鉄筋 SD345，SD490 

 

第 3－5 表 材料の物性値 

材料 
単位体積重量 

（kN/m3） 

ヤング係数 

(N/mm2) 

ポアソン

比 

減衰定数

（％） 

鉄筋コン

クリート 
設計基準強度 40 N/mm2 ＊1 24.5＊1 3.1×104 ＊1 0.2＊1 5＊2 

注記 ＊1：コンクリート標準示方書［構造性能照査編］（（社）土木学会，2002 年制定） 

   ＊2：ＪＥＡＧ４６０１－1987（（社）日本電気協会） 

 

 

 

地盤の物性値 

地盤の物性値は，添付資料「Ⅴ-2-1-3 地盤の支持性能に係る基本方針」にて設定してい

る物性値を用いる。 

 

地下水位 

地下水位は地表面として設定する。 
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4. 解析結果 

南北方向断面の解析結果 

南北方向断面の最大加速度分布を第 4－1 図に示す。 

 

 

（Ｓｓ－Ｄ１，水平）         （Ｓｓ－Ｄ１，鉛直） 

 

第 4－1 図 ①原地盤に基づく液状化強度特性を用いた解析ケース 最大加速度分布図（1/13） 
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（Ｓｓ－１１，水平）         （Ｓｓ－１１，鉛直） 

 

第 4－1 図 ①原地盤に基づく液状化強度特性を用いた解析ケース 最大加速度分布図（2/13） 
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（Ｓｓ－１２，水平）         （Ｓｓ－１２，鉛直） 

 

第 4－1 図 ①原地盤に基づく液状化強度特性を用いた解析ケース 最大加速度分布図（3/13） 
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（Ｓｓ－１３，水平）         （Ｓｓ－１３，鉛直） 

 

第 4－1 図 ①原地盤に基づく液状化強度特性を用いた解析ケース 最大加速度分布図（4/13） 
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（Ｓｓ－１４，水平）         （Ｓｓ－１４，鉛直） 

 

第 4－1 図 ①原地盤に基づく液状化強度特性を用いた解析ケース 最大加速度分布図（5/13） 
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（Ｓｓ－２１，水平）         （Ｓｓ－２１，鉛直） 

 

第 4－1 図 ①原地盤に基づく液状化強度特性を用いた解析ケース 最大加速度分布図（6/13） 
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（Ｓｓ－２２，水平）         （Ｓｓ－２２，鉛直） 

 

第 4－1 図 ①原地盤に基づく液状化強度特性を用いた解析ケース 最大加速度分布図（7/13） 
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（Ｓｓ－３１，水平）         （Ｓｓ－３１，鉛直） 

 

第 4－1 図 ①原地盤に基づく液状化強度特性を用いた解析ケース 最大加速度分布図（8/13） 
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（Ｓｓ－Ｄ１，水平）         （Ｓｓ－Ｄ１，鉛直） 

 

第 4－1 図 ②地盤物性のばらつきを考慮（＋1σ）した解析ケース 最大加速度分布図（9/13） 
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（Ｓｓ－Ｄ１，水平）         （Ｓｓ－Ｄ１，鉛直） 

 

第 4－1 図 ③地盤物性のばらつきを考慮（－1σ）した解析ケース 最大加速度分布図（10/13） 
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（Ｓｓ－Ｄ１，水平）         （Ｓｓ－Ｄ１，鉛直） 

 

第 4－1 図 ④敷地に存在しない豊浦標準砂の液状化強度特性により 

地盤を強制的に液状化させることを仮定した解析ケース 最大加速度分布図（11/13） 
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（Ｓｓ－Ｄ１，水平）         （Ｓｓ－Ｄ１，鉛直） 

 

第 4－1 図 ⑤原地盤において非液状化の条件を仮定した解析ケース 最大加速度分布図（12/13） 
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（Ｓｓ－Ｄ１，水平）         （Ｓｓ－Ｄ１，鉛直） 

 

第 4－1 図 ⑥地盤物性のばらつきを考慮（＋1σ）して 

非液状化の条件を仮定した解析ケース 最大加速度分布図（13/13） 
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東西方向断面の解析結果 

東西方向断面の最大加速度分布を第 4－2 図に示す。 

 

 

 

（Ｓｓ－Ｄ１，水平）         （Ｓｓ－Ｄ１，鉛直） 

 

第 4－2 図 ①原地盤に基づく液状化強度特性を用いた解析ケース 最大加速度分布図（1/13） 
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（Ｓｓ－１１，水平）         （Ｓｓ－１１，鉛直） 

 

第 4－2 図 ①原地盤に基づく液状化強度特性を用いた解析ケース 最大加速度分布図（2/13） 
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（Ｓｓ－１２，水平）         （Ｓｓ－１２，鉛直） 

 

第 4－2 図 ①原地盤に基づく液状化強度特性を用いた解析ケース 最大加速度分布図（3/13） 
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（Ｓｓ－１３，水平）         （Ｓｓ－１３，鉛直） 

 

第 4－2 図 ①原地盤に基づく液状化強度特性を用いた解析ケース 最大加速度分布図（4/13） 
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（Ｓｓ－１４，水平）         （Ｓｓ－１４，鉛直） 

 

第 4－2 図 ①原地盤に基づく液状化強度特性を用いた解析ケース 最大加速度分布図（5/13） 
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（Ｓｓ－２１，水平）         （Ｓｓ－２１，鉛直） 

 

第 4－2 図 ①原地盤に基づく液状化強度特性を用いた解析ケース 最大加速度分布図（6/13） 
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（Ｓｓ－２２，水平）         （Ｓｓ－２２，鉛直） 

 

第 4－2 図 ①原地盤に基づく液状化強度特性を用いた解析ケース 最大加速度分布図（7/13） 
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（Ｓｓ－３１，水平）         （Ｓｓ－３１，鉛直） 

 

第 4－2 図 ①原地盤に基づく液状化強度特性を用いた解析ケース 最大加速度分布図（8/13） 
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（Ｓｓ－Ｄ１，水平）         （Ｓｓ－Ｄ１，鉛直） 

 

第 4－2 図 ②地盤物性のばらつきを考慮（＋1σ）した解析ケース 最大加速度分布図（9/13） 
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（Ｓｓ－Ｄ１，水平）         （Ｓｓ－Ｄ１，鉛直） 

 

第 4－2 図 ③地盤物性のばらつきを考慮（－1σ）した解析ケース 最大加速度分布図（10/13） 

  



 

72 

N
T
2
 
補
②

 Ⅴ
-
2
-2
-
2
2-
4
 
R1
E
 

 

 

（Ｓｓ－Ｄ１，水平）         （Ｓｓ－Ｄ１，鉛直） 

 

第 4－2 図 ④敷地に存在しない豊浦標準砂の液状化強度特性により 

地盤を強制的に液状化させることを仮定した解析ケース 最大加速度分布図（11/13） 
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（Ｓｓ－Ｄ１，水平）         （Ｓｓ－Ｄ１，鉛直） 

 

 

第 4－2 図 ⑤原地盤において非液状化の条件を仮定した解析ケース 最大加速度分布図（12/13） 
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（Ｓｓ－Ｄ１，水平）         （Ｓｓ－Ｄ１，鉛直） 

 

第 4－2 図 ⑥地盤物性のばらつきを考慮（＋1σ）して 

非液状化の条件を仮定した解析ケース 最大加速度分布図（13/13） 

 




